
































本研究班では,①prolactinoma(以下腫瘍)症例について産褥期の乳汁分泌状態,プロラクチ

ン値との関連,授乳が腫瘍発育や月経周期回復に及ぼす影響,②各種内分泌疾患における乳

汁分泌状況について調査検討した。 

Ⅰ.Prolactinoma 症例の産褥乳汁分泌と月経周期の回復 

目的 

無月経を主訴とする不妊婦人の約 20%が高プロラクチン血症性無排卵婦人であり,その約

30%に腫瘍が発見され,無月経と乳漏を訴え,不妊の原因となっているがⅠ),手術療法と薬

物療法により妊娠,出産する症例が多数みられるようになった。プロラクチン(PRL)は,乳汁

分泌に不可欠なホルモンであるが,これらの症例では産褥期の乳汁分泌にどのような影響

を与えるか,授乳が腫瘍や月経周期の回復にどのような影響を及ぼすか,まだ不明な点が多

いので検討した。 

Ⅱ.各種内分泌疾患における産褥期乳汁分泌の実態 

目的 

産褥期の乳汁分泌に影響を及ぼす因子として,内分泌学的諸因子 8)は,産科学的諸因子 9)

と共に重要であると考えられる。そこで,今回我々は,母体の内分泌環境と乳汁分泌との関

係をみるために各種内分泌疾患合併妊娠,中でも特に糖尿病合併妊娠における産褥期乳汁

分泌の実態について調査したので報告する。 


